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と同じレイリー 分布に従 う｡残 りの確率pでは素過程がおこって分子は秩序状態に移 り,この















は,bulkでは固体になる圧力 (温度 )よりかなり大きな圧力 (低い温度 )でないと固体にな
らない1)｡同じことは最近 3Heの場合にもNMRと比熱の測定で確められた2)｡ 図1はその
相図である｡この現象はもっと一般的であるようで,非常に身近な所でも見られる｡すなわち







































































































るとその両面での温度の差は無視 してよいであろう.しかし直ま両側で異る ;pl≠ ps｡ こ
の意味で境界層は半透膜と同じ役割をする｡.したがって(6)式は
Jニー L(b)(ps- pl) (8)











である｡領域 1,2の両端で温度と圧力が与えられた定常状態で礼 式 (8)～(13)が境界での














つと(T2 <Tl<Tf)流れ Jが生じるであろう｡ 1例として次の場合を考えるoT2-Tl-T
のとき固体内の圧力がp,土中の水の圧力がplで平衡であったとするo 次に,T2 をT+ATと
し,端 1における固体の圧力をpに保って定常状態に到達させる｡このとき流れ Jは










































で与えられるO この式は次のように解釈できる｡凍上力 pmが単位時間にする仕事 JvsPmは,
固体にかかる圧力Pに抗して押上げる仕事 JvsPと散逸項の和である｡したがって1/L(b)は






























エ ン ト ロ ピ ー 生 成





と書 くことによって,系の内側での変化 diSと外部系との相互作用による変化 d｡S とに区
別される. diSはエントロピー生成と呼ばれ,決して負にはならない｡ プリゴジンのグルー
プの著書1,2,3)を見ると, diSについている略字 iは,内側 (inside)の略であって, 孤立
(isolated)の略ではないことがわかる｡しかしまた,別の著書4)では,｢熱力学第二法則によ
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